
説明
「これからの幼保小連携・接続の進め方」

～幼保小の架け橋プログラムの実施に向けて～

令和５年度幼保小連携・接続研修

令和５年１１月２４日（金）
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１ 本県の幼児教育・保育施設の設置状況

令和５年４月１日時点
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施設
類型

幼稚園

認定こども園

保育所
小規模
事業所
等

小学校幼稚園
型

幼保連
携型

保育所
型

地方裁
量型
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国
立

公
立

私
立

公
立

私
立

公
立

私
立

公
立

私
立

公
立

私
立

公
立

私
立

-
国
立

公
立

私
立

設置数 1 9 30 0 41 ０ 142 3 36 0 1 38 198 28 1 231 1

類型の
合計

40 223 236 28

233
全体の
合計

527

※休園・休止の施設は除く
※小学校数は、義務教育学校数も含む



２ 施設類型の違い
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→ 幼児教育・保育施設の類型も様々



３ 育みたい資質・能力
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４ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

※平成２９年度の「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連
携型認定こども園教育・保育要領」で共通して示された。
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→ 施設類型に関わらず共通化
小学校との円滑な接続を重視



５ 幼児教育と小学校教育の違い
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幼児教育 小学校

教育課程等の
構成原理

・各教科等の区別がない
・幼児期以降の教育の方向付けを重視
（～を味わう、～を感じる）

・各教科等の区別がある
・具体的な目標への到達を重視
（～ができるようになる）

指導方法

・環境を通して行う教育
・幼児期の生活や体験からの学び、
自発的な活動を重視

・合科的・関連的指導、
個に応じた指導、
問題解決的な指導

・学級集団を基本とする
単位時間ごとのねらいに即した
効果的指導

教育活動

学びの芽生えの時期
（楽しいことや好きなことに集中し
様々なことを学ぶ）

自覚的な学びの時期
（学ぶということへの意識をもち
与えられた課題を受け止め計画的
に学習を進める）



６ 幼保小連携・接続について
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幼児教育と小学校教育の育ちや学びの連続性・一貫性が重要



７ 幼児教育スタートプランと架け橋特別委員会
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【参考】幼児教育スタートプランのイメージ 第125回教育課程部会 R3.7.15



８ 幼保小の架け橋プログラム
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●幼保小の架け橋期
０～18歳の学びの連続性に配慮しつつ、５歳
児～小学校１年生の２年間を対象

●架け橋プログラム
「幼保小の架け橋プログラム」は、子供に関
わる大人が立場の違いを越えて 自分事とし
て連携・協働し 、この時期にふさわしい 主
体的・対話的で深い学び の実現を図り、 一
人一人の多様性に配慮した上で全ての子供に
学びや生活の基盤 を育めるようにすること
を目指すもの。



９ 幼保小連携・接続の課題
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・幼稚園・保育所・認定こども園の７～９割が小学校との連携に課題意識、
各園・小学校における連携の必要性に関する意識の差

・半数以上の園が行事の交流等にとどまり、資質・能力をつなぐカリキュラムの編成・
実施が行われていない

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が到達目標と誤解され、連携の手掛かりと
して十分機能していない

・スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムがバラバラに策定され、理念が共通
していない

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」だけでは、具体的なカリキュラムの工夫や
教育方法の改善方法がわからない

・小学校側の取組が、教育方法の改善に踏み込まず学校探検等にとどまるケースが多い

・施設類型の違いを越えた共通性が見えにくい

・教育の質に関するデータに基づき幼児期・接続期の教育の質の保障を図っていくため
の基盤が弱い
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10 架け橋プログラムのねらい

〇幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校1
年生のカリキュラムを一体的に捉え、地域の幼児教育と小学校教育の関係
者が連携して、カリキュラム・教育方法の充実・改善にあたることを推進

○３要領・指針、特に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の正しい理解
を促し、教育方法の改善に生かしていくことができる手立てを普及

〇架け橋期に園の先生が行っている環境の構成や子供への関わり方に関する
工夫を見える化し、家庭や地域にも普及

〇幼児期・架け橋期の教育の質保障のための枠組みを構築し、データに基づく
カリキュラム・教育方法の改善を促進



11 架け橋プログラムの取組イメージ
【参考】「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」R4.3.31
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12 架け橋プログラムのフェーズ
【参考】「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」R4.3.31
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15 カリキュラム（架け橋期のカリキュラム）

●カリキュラム作成に当たって
・幼保小で共通の視点をもつ。
（幼児期の終わりまでに育ってほしいの姿等）

・幼保小の関係者が、気軽に話し合える関係を構築する。

・関係者で共有するために、わかりやすさを重視する。

・形式的な取組とならないようにする。
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16 先進地の取組（大分県竹田市）
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17 先進地の取組（大分県竹田市）
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18 今後取り組むべきこと

○子どもや職員の交流計画
・保育参観や授業参観を積極的に！
・互いの違いを理解し合うことが大切です！

○体制構築
・特定の職員の情熱に頼らない体制づくりを！

→ 架け橋カリキュラム作成に向けた準備
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